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 Alcohol Use and Lung Cancer Risk in a Japanese Population 
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論 文 内 容 の 要 旨 

 

背景: Cytochrome P450 2E1 (CYP2E1) と catechol-O-methyltransferase (COMT) 遺伝子はがん

発生機序に関与しているので、肺がん感受性に関与しているかもしれない。 

方法: 我々は、日本人の肺がん患者（症例群：462 例）と健常者（対照群：379例）によ

る症例対照研究において、CYP2E1 rs2031920 と COMT rs4680 の各遺伝子多型の果たす役

割を検討した。調整オッズ比（OR）と 95％信頼区間（CI）はロジスティック回帰分析に

より算出した。また、喫煙と飲酒による交互作用（相乗作用と相加作用）についても検討

した。 

結果: CYP2E1 rs2031920 および COMT rs4680 のいずれも肺がんリスクには関連しなかっ

た。喫煙経験がなく、少なくとも 1 つの T アレルを有する者（基準）と比較して、喫煙経

験があり CYP2E1 rs2031920 の CC 遺伝子型を有する者（調整 OR = 3.57, 95% CI = 2.26 - 

5.63）や、喫煙経験があり少なくとも 1 つの T アレルを有する者（調整 OR = 2.91, 95% CI 

= 1.70 - 4.98）は、肺がんリスクは有意に高いことが示された。過度に飲酒し CYP2E1 

rs2031920 の CC 遺伝子型を有する者（調整 OR = 2.22, 95% CI =1.39 - 3.56）は、適度飲酒

で少なくとも 1 つの T アレルを有する者よりも肺がんリスクは有意に高い値を示した。同

様の傾向は COMT rs4680 の遺伝子多型と喫煙・飲酒習慣との間でも認められた。これら

の遺伝子多型と喫煙あるいは飲酒との交互作用（相乗作用と相加作用）は統計学的に有意

ではなかった。 

結論: CYP2E1 rs2031920 と COMT rs4680 の遺伝子多型は日本人の肺がんリスクには寄与

しないことが示された。日本人における肺がんの遺伝学特徴や環境との交互作用に関する

今後の研究が必要である。 

  


